
学生の皆さんへ 

 高専は「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成する」ことを目的に設置され、50 年の歴

史があり、当初より大学工学部に負けない教育をしてきました。平成 15 年度から２年制の専攻科課程が

できました。平成 16 年から独立行政法人国立高専機構法により、高専は「職業に必要な実践的かつ専門

的な知識および技術を有する創造的な人材を育成する」、「高等教育」の機関とされ、専攻科まで含め、大

学と同じ高等教育機関になっています。平成21年の10月には、例えば仙台電波高専と宮城高専が統合し

「仙台高専」という高度化高専が４高専も発足するなど新段階に入りました。本校でも平成 18 年には、

本科の 4,5 年生と専攻科課程を連続した４年間の「生産システム工学プログラム」が、ＪＡＢＥＥ（日本

技術者教育認定機構）の審査に合格しました。そして、平成18年度からは4,5年の単位の一部に自学自習

の要素も重視する学修単位（いわゆる大学単位）が導入されました。平成 19 年度には高専として「適合

している」との認証評価も受けています。しかし、高専の準学士課程（本科）が「５年間の一貫教育」に

よって、社会に卒業生を送り出す目的を持つことには変わりありません。 

高専は、以上のように、日本の教育制度のなかではユニークで、それに加え歴史的な変遷もあり、授業

のやりかたが分わかりにくいかもしれません。それで本校では、自分の勉強する科目がどのような内容で、

教育全体のなかでどのような意味があるのかを理解してもらうために、毎年シラバス（授業要目、授業計

画）を作成しています。皆さんが、自学自習したりする際にも、このシラバスを十分に活用してください。

以下に、このシラバスを読む上での留意点を示します。 

 

【シラバス利用の手引き】 

 基本教育目標：実践的技術者として職業に必要な能力は、技術者としての行動の「倫理的判断能力」、

いかなる技術的難題にも挑戦し得る「行動能力」、専門知識の「獲得能力」、そして技術者として大成する

には「技術者である前に人間であれ」というように人間形成が重要です。これらのことを踏襲して本校の

基本教育目標としています。 

 学習教育目標：皆さんが勉強する教科が鶴岡高専学習・教育目標のどれを達成するものであるかはシラ

バスの紙面にアルファベットで示してあります。 

 授業の概要：その授業で学ぶ重要なポイントが示されています。また、その授業に関連の深い科目が記

載されていますので、予習•復習のさい参考にして下さい。授業の開始に当たって、担当の先生が分かりや

すく説明をしますので、それらを大いに参考にして学習して下さい。 

 達成目標：大変重要です。皆さんがこの授業で身につけてほしい学習内容や能力水準が示されています。

常にこの達成目標を意識して学習して下さい。 

 評価方法と基準：各授業科目の成績の評価基準と試験問題のレベルが具体的に示されています。皆さん

はこの基準にしたがって客観的に評価されます。低学年と高学年では合格点が異なりますので、詳しくは

「単位の修得と進級及び卒業の認定について」をよく見てください。 

 オフィスアワー(Office Hours)：この意味は、「その時間帯には、先生は必ず部屋に待機しており、学生

諸君からの質問や相談に対してやさしく丁寧に答えます。」ということです。オフィスアワーは授業を担当

するすべての先生が設けていますので、特に低学年の学生は、この機会に、先生を気楽に訪問し質問をす

る習慣をつけて下さい。そして、わからない状態をそのままにしない習慣をつけて下さい。 

 

                                       平成26年４月 

                                        教務委員会 
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基本教育目標 

 

1) 豊かな人間性と広い視野を持ち，社会人としての倫理を身につける 

2) あらゆる学習を通じて思考力を鍛え，創造力に富んだ技術者になる 

3) 専門分野の基礎を良く理解し，実際の問題に応用できる能力を培う 

4) 意思伝達及び相互理解のため，十分なコミュニケーション力を養う 

 

◎準学士課程（５年制の本科課程） 

 

養成する人材像 

 

多様な価値観と広い視野を持ち，人間性と創造性に富み，基礎工学及び専門知識・技術を有機的に 

統合したものづくりやシステムづくりに強い実践的技術者。 

 

学習・教育目標と具体的な到達目標 

  

(A)知識を統合し多面的に問題を解決する構想力を身につける。 

A-1 工学の基礎となる理論を理解し，実践を通して工学のセンスを身につける。（校訓「理魂工才」） 

A-2 自ら学び自ら思考しながら，幅広い分野の知識を身につける。（校訓「自学自習」） 

(B) 地球的視野と技術者倫理を身につける。 

B-1 日本と世界との関わりあいについて関心をもち，広い視野でものごとを考えることができる。 

B-2 技術と人間社会や地球環境の関係について理解し，技術者が持つべき倫理観の必要性を認識

する。 

(C) 数学，自然科学の基礎学力と実験・実習による実践力を身につける。 

  C-1 工学の基礎となる，数学や自然科学の基礎知識を身につける。 

  C-2 基礎的な実験や実習を通してその技術を実際的に身につける。  

(D) 工学の基礎学力と情報技術を身につける。 

D-1 どの分野にも必要な共通の基盤技術である基礎工学を身につける。 

D-2 コンピュータをはじめとするさまざまな情報機器を利用する技術を身につける。 

(E) 一つの得意専門分野をもち，生産技術に関する幅広い対応能力を身につける。 

E-1 得意とする専門分野の知識，技術を身につける。 

E-2 得意とする専門分野と人間社会との関連について理解できる。 

(F) 論理的表現力と英語力を身につける。 

F-1 日本語の文章の内容を正確に理解し，自分の考えを的確に伝えることができる。 

F-2 日常的に使用される英語文の内容を理解し，自分の考えを英語で伝えることができる。 

(G) 計画的，継続的，客観的な問題解決能力を身につける。 

G-1 解決すべき問題を，客観的にとらえて，計画的，継続的に学習することができる。  

 

 



                                 

 

◎専攻科課程              
 

養成する人材像 

 

  幅広い知識を統合した構想力や対応力に優れ，国際的に活躍できるコミュニケーション力を 

  身につけた実践的開発型技術者。 

 

学習・教育目標と具体的な到達目標 

 

(A）知識を統合し多面的に問題を解決する構想力を身につける。 

A-1 多様な解をもつ課題に対して、工学的知識・技術を統合し、創造性を発揮して適切な解決 

策を示すことができる。 

A-2 地域社会が求める技術的課題に対して、科学・技術、情報などあらゆる知識を統合し、実 

現性のある解決策を示すことができる。 

(B) 地球的視野と技術者倫理を身につける。 

B-1 広い教養と視野をもち，地球環境や国際間の異なる文化や歴史的背景を理解できる。 

B-2 技術が人間社会や環境に及ぼす影響や効果を理解し，技術者が社会や企業において果たすべ

き責任を自覚できる。 

(C) 数学，自然科学の基礎学力と実験・実習による実践力を身につける。  

C-1 工学的な問題の解析や説明に必要な数学、物理学の知識および地球環境に関わる生物、地 

学、化学関係の知識を身につける。C-2 実験・実習を通じて現象を経験的に学び，実験結果 

に対する理論との比較や考察ができる。 

   C-2 実験・実習を計画的に遂行し、データを解析して、実験結果に対する理論との比較や考察 

あるいは説明ができる。 

(D) 工学の基礎学力と情報技術を身につける。 

  D-1 共通基盤技術である基礎工学の知識を身につける。 

  D-2 技術の深化や進展への対応に必要な専門基礎工学を身につける。 

  D-3 情報技術の仕組みを理解し、情報検索、データ解析、プログラミング等の能力を身につけ

る。 

(E) 一つの得意専門分野をもち，生産技術に関する幅広い対応能力を身につける。 

E-1 機械系、電気・電子系、応用化学系の専門分野から得意分野の学士の学位を取得する。 

E-2 融合複合科目を修得し、機械および電気電子分野の対応能力や品質管理技術を身につける。 

(F) 論理的表現力と英語力を身につける。 

F-1 論理的に記述、発表、討論する国語力を磨き、適切なレポートや論文が書ける。 

F-2 学内外の研究発表会において、論理的で説得力のある発表や質疑応答ができる。 

F-3 英語による表現力を磨き、国際的に通用するコミュニケーション基礎力を身につける。 

(G) 計画的，継続的，客観的な問題解決能力を身につける。 

G-1 継続的に広く学び、自主的に問題解決を図ることができる。 

G-2 実施計画を立て実行結果を逐次記録・評価して進捗の自己管理ができる。  



 

単位の修得と進級及び卒業の認定について 

 進級及び卒業の認定は学生便覧に記載されている「学業成績の評価並びに進級及び卒業

の認定に関する規程」に基づいて行われます。 

ここでは、この規程等の中で特に重要な点をいくつか示します。学生便覧は必ずよく読

んで、具体的な問題が生じた場合は、学級担任と科目担当の先生にすぐ相談して下さい。 

Ⅰ．科目の履修と単位の修得について 

１．単位 

   各科目の単位数は、所定の履修時間、あるいは学修時間を１単位として計算します。

単位にはつぎの２種類があります。 

（１） 履修単位 

３０時間（１時間は、５０分を標準とする）の履修（授業）を１単位として計算

します。これは週１時間の授業が通年行われることに相当しています。週２時間の

通年授業であれば、２単位ということになります。第１学年から第３学年まではす

べてこの単位です。 

（２） 学修単位 

４５時間の学修を１単位として計算します。学修とは、授業と自学自習を合わせ

たものであり、例えば、講義科目１単位を修得するためには、授業１５時間、自学

自習３０時間が必要となります。これは１時間の授業に対して、2 時間の自学自習

を行うことを意味しています。演習科目は３０時間の授業と１５時間の自学自習と

で１単位、実験・実習科目は４５時間の授業での実験・実習で１単位になります。

時間割は授業の時間だけに基づいて組まれています。第４，５学年は６０単位を越

えない範囲でこの学修単位（俗称大学単位）です。 

２．科目の履修 

授業への出席時数が出席すべき時数の４分の３以上の科目については、その科目

を履修したものと認めます。履修が認められない場合は、評価することができませ

ん。出席重視が高専の特徴です。 

 ３．総合評価 

評価は各期ごとに総合して出します。例えば、中間試験をやる科目では、前期末

の評価は、前期中間試験と期末試験や小テストほかを総合評価したもの、後期中間

の評価は先の試験等に後期中間試験等を総合したものというように、学年末まです

べての各期の評価を総合して出します。 

４．単位の修得 

履修した科目の学年の成績評価が、第１～３年生は５０点以上、第４，５年生は

６０点以上の場合は、その科目の単位を修得したものと認めます。後述するように、

進級、卒業のためには、第１学年からその時点までに修得した単位数（累積修得単



位数）が基準の条件を満たす必要があります。 

５．特別指導前期再評価 

   通年科目の前期（または前期だけの科目）の成績が合格点に達しない学生は、後

期に特別指導やその試験を受けて前期を合格点に再評価できる場合があります。詳

しいことは担任や科目担当の先生に問い合わせてください。 

６．追認試験 

単位を修得できなかった科目があって進級した場合は、未修得単位の追認試験を

受けなければならないか（２，３年）、受けることができます（４，５年）。これに

合格すれば、その科目や単位を修得したものとして認められます。     

７．学業成績の評語 

    学業成績を点数ではなく評語で表す場合は、両者の対応を次のようにします。 

 

 

  第１～３学年   

 評 語     優     良     可    不可 

 評価点  100～80  79～70  69～50   49以下 

 

  第４・５学年 

 評 語     優     良     可    不可 

 評価点  100～80  79～70  69～60   59以下 

 

 

 

Ⅱ．進級及び卒業の認定について 

 

  １．第１学年から第３学年における進級要件 

      第１学年から第３学年において，進級の認定のためには，以下の条件を満たしてい

なければなりません。 

 

   （１）学則で定められた各学年の科目を履修すること。 

   （２）当該学年までの累積未修得科目が２科目以下であること。 

   （３）表１に掲げた必修得科目の単位を修得していること。 

   （４）各学年において，特別活動の出席時数が出席すべき時数の４分の３以上で 

         あること。 

   （５）第３学年では，表２に掲げた累積修得単位数に達していること。 



 

  表１ 各学科別・各学年別必修得科目 

   平成２６年度第１学年 

学 科 別 授 業 科 目 学 年 別 

機 械 工 学 科        

基 礎 製 図 １年 

機 械 製 図 ２年 

製 図 ・ 製 作 実 習 ３年 

機 械 工 学 実 習 Ⅰ １年 

機 械 工 学 実 習 Ⅱ ２年 

電気電子工学科        

電 気 電 子 製 図 １年 

電気電子工学基礎実験・実習 １年 

創 造 実 習  ２年 

電気電子工学実験・実習 ３年 

制御情報工学科 
機 械 ・ 電 気 製 図 １年，２年，３年 

制御情報工学実験・実習 ２年，３年 

物 質 工 学 科        物 質 化 学 実 験 ２年，３年 

 

   平成２６年度第２・３学年 

学 科 別 授 業 科 目 学 年 別 

機 械 工 学 科        

基 礎 製 図 １年 

機 械 製 図 ２年 

製 図 ・ 製 作 実 習 ３年 

機 械 工 学 実 習 Ⅰ １年 

機 械 工 学 実 習 Ⅱ ２年 

電気電子工学科        
電 気 電 子 製 図 １年 

電気電子工学実験・実習 ２年，３年 

制御情報工学科 
機 械 ・ 電 気 製 図 １年，２年，３年 

制御情報工学実験・実習 ２年，３年 

物 質 工 学 科        物 質 化 学 実 験 ２年，３年 

 

  表２ 累積履修単位数及び累積修得単位数 

   平成２６年度第１・２・３学年 

学 科 別 第３学年累積履修単位数 第３学年累積修得単位数   

機 械 工 学 科        ９９．５単位 ９４．５単位以上 

電気電子工学科          ９９単位   ９４単位以上 

制御情報工学科   ９９単位   ９４単位以上 

物 質 工 学 科         １０１単位   ９６単位以上 

 

 

 

 

 

 



 

  ２．第４学年及び第５学年における進級及び卒業要件 

       第４学年において，進級の認定をしてもらうためには，以下の条件を満たしていな 

ければなりません。 

 

   （１）表３に掲げる必修得科目の単位を修得していること。 

     （２）第１学年からその学年までに，修得した科目の累積修得単位数（追認された 

     科目の単位数を含む。）が表４に掲げる単位数に達していること。 

 

    卒業の認定にあたっては，以下の条件を満たしていなければなりません。 

 

   （１）表３に掲げる必修得科目の単位を修得していること。 

   （２）第１学年から第５学年までに，修得した科目の累積修得単位数（追認された 

     科目の単位数を含む。）が表４に掲げる単位数に達していること。 

      （３）卒業研究が可以上であること。 

 

   表３ 各学科別・各学年別必修得科目 

  平成２６年度第４・５学年  

学 科 別        授 業 科 目        学 年 別             

機 械 工 学 科            

機 械 設 計 製 図 ４年，５年 

機 械 工 学 実 験 Ⅰ ４年 

機 械 工 学 実 験 Ⅱ ５年 

電 気 電 子 工 学 科 
電気電子工学実験・実習 ４年，５年 

電 気 電 子 製 図 ４年 

制 御 情 報 工 学 科            制御情報工学実験・実習              ４年，５年 

物質工学科 

共   通 
物 質 化 学 実 験              ４年 

物 質 工 学 基 礎 研 究              ４年 

物質コース 材 料 工 学 実 験              ４年 

生物コース 生 物 工 学 実 験              ４年 

 

 

   表４ 各学年別累積履修単位数及び累積修得単位数 

  平成２６年度第４・５学年 

学年別 学 科 別 累積履修単位数 累積修得単位数 備  考     

第４学年 

機 械 工 学 科        １３４．５単位 １３０単位以上  

電気電子工学科        １３５単位 １３０単位以上 

制御情報工学科 １３５単位 １３０単位以上 

物 質 工 学 科        １４０単位 １３５単位以上 

第５学年 

機 械 工 学 科        

１７２単位以上 １６７単位以上 

累積修得単位数のうち､

一般科目については75単位

以上、専門科目については 

82単位以上とする。 

電気電子工学科        

制御情報工学科 

物 質 工 学 科        

 



総合科学科の教育 

教育目標 

 総合科学科は、国語・英語・ドイツ語・数学・理科・社会・芸術・保健体育等の、広い分野へわたる教科を担

当する教員の組織です。高専卒業後、国際社会に通用する創造的技術者として自由自在に活躍するためには、学

生一人一人が正確で幅広い知識と豊かな教養を身に付け、人間性を高めることが必要です。総合科学科教員は、

新たな知識を得ることを喜び、他者と異文化を尊ぶ姿勢を持つ、情操豊かで健全な市民の育成を目指します。 

 総合科学科が担当する授業は、一般教養科目と基礎専門科目から成り立っており、本校全学科の学生を対象と

する必修科目です。一般教養科目は、生き生きとした国際感覚を持ち、他者としっかりとコミュニケートし、物

事の本質を見極める眼をもつ学生の育成を目指す科目です。学習内容は幅が広く、高等学校の授業に準じた内容

の授業から、大学の教養科目に準ずる内容の授業に及びます。基礎専門科目は、応用数学と応用物理です。全学

科に共通する問題に対処できる基礎能力の育成を目指す科目です。また５年生対象の「共通選択・一般科目」や

専攻科学生対象の「共通一般科目」も担当しています。なお、総合科学科教員は、全学科１・２年生の学級担任

を受け持っており、本校の人間教育の最も重要な部分を担っております。 

 

カリキュラムの編成方針 

 カリキュラムの編成は、文科系と理科系に大別されます。 

 文科系カリキュラムは、国語・英語・ドイツ語・社会・保健・体育および芸術から成り立っています。低学年

対象科目の編成は各分野の基礎学力育成と一般教養の習得、高学年対象科目の編成は社会人として必要な幅広い

知見と豊かな人間性の育成を、それぞれ基本方針としています。国際化に対応するため TOEIC 対策の科目を開

設するなど、社会人としての必要なコミュニケーションスキル向上を目的とした教育内容の改善も行っています。 

 理科系カリキュラムは、数学・応用数学・物理・応用物理および化学・生物から成り立っています。低学年対

象科目の編成は各教科の基礎学力育成と科学的なものの見方・考え方の習得、高学年対象科目の編成は課題発見

能力の育成と問題解決力の向上を、それぞれ基本方針としています。 

 カリキュラム編成は文科系・理科系ともに開設科目とその単位数は、低学年時に専門科目より多く、学年が進

むに従って順次専門科目多くなるという「くさび型カリキュラム」です。 

 

学習上の留意点 

各教科の具体的な履修上の留意点は、各教科のシラバスを参考にしてください。 

 日々の学習をより楽しく、実り多いものにするために、生き生きとした知的好奇心を持ってください。そのた

めには、基礎学力をしっかりと身に付けることが必要不可欠です。まずは、自宅（学寮）での自発的な学習習慣

を付けることが、始めの一歩です。日常の予習・復習をしっかりとすることで、日々の授業の楽しさ・面白さは

倍増します。毎日の授業を楽しく生き生きと受けることができることが、すべての高専生活の土台となります。

是非、「高専って毎日、楽しいな」と思えるように、授業をおろそかにせず過ごしてください。 

 学生の皆さんが本校で過ごす５年間は、心身ともに成長が著しい、大切な時間です。学力だけではなく、他者

とのコミュニケーション能力や社会適応能力を磨いてください。級友との交流や学校行事、あるいは課外活動や

ボランティア活動に積極的に参加してください。本校にはたくさんの外国からの留学生が在学していますので、

留学生と大いに交流して、鋭い国際感覚も身に付けるようにしてください。 

 本校は５年間一貫教育なので、受験勉強に煩わされることなしに、自分のペースで好きな分野の勉強をしたり、

読書や芸術鑑賞あるいは課外活動やボランティア活動に打ち込むことも可能です。本校の特色をよく理解して、

日々努力すれば、得るものは非常に大きいはずです。皆さんの将来に期待します。 



機械工学科の教育 

教育目的 

 産業界のあらゆる分野で活躍できる意欲あふれる機械技術者を育成することを目的とする。 

 

教育目標 

何かを作ったり動かしたりするものを機械と呼びます。機械工学科では、機械や製品を設計・製造す

るために必要となる基礎的な知識と実践的技術を学びます。高専５年間で学べることには限りがありま

すが、卒業後に新しい環境で、自ら調べ、考え、そして他者と議論して、個々の具体的な問題に対応で

きる機械技術者となれる人材の育成を目標としています。 

 

カリキュラムの編成方針 

機械工学科の最初のページを見て下さい。これから学ぶ科目名と単位数、学年が記してあります。１

学年では、５単位分（週５時間）だけ機械工学(専門)の学習をします。１学年と２学年は専門への導入

部です。３学年では本格的に専門科目が導入され、４、５学年になると、授業のほとんどが専門科目に

なります。 

これら専門科目では、機械を開発・設計・製作・改良したり、信頼性の高い製品を効率良く作るため

の考え方や製造方法を総合的に学習します。具体的には、機械や工業製品に利用される材料の性質や強

さ、その合理的な加工法、水・熱・空気に関する基礎理論や機械の構造と力の伝わり方などの専門知識

を学習します。これらに加えて、実験・実習・製図関係の科目により実践的な技術を学びます。 

さらに、最近では様々な自動化が進み、機械工学の内容は、電気・電子や情報関連の分野とも深い関

わりを持つようになってきました。本学科ではそれらに対応するために、上記の機械系科目を基本に、

情報処理や CAD を学習し、実験のデータ処理や解析、設計製図の能率化に役立てます。さらに、マイ

コン制御、メカトロニクスなどの電気系、制御系科目の基礎も学習し、幅広い知識を身につけます。 

５学年の卒業研究ではそれぞれの研究室に配属された学生が指導教員とのマン・ツー・マンのふれあ

いにより、豊かな人間性の形成と技術に関する総合的判断力、創造性、応用力、研究および調査の立案

やプレゼンテーション能力を養います。 

 この表に示した科目は全て必修科目です。その他に、選択科目(ページ K-1～K-12)も用意されていま

す。それぞれの関心に応じて専門外の科目を学ぶことにより、技術者としての裾野を広げることができ

ます。 

 

学習上の留意事項 

(1) 勉強は積み重ねが大切です。授業中に分からなかったことは、教員や友人に質問するなどして、そ

の日のうちに理解するように心掛けてください。 

(2) 力学系の科目では数式を変形することが多くあります。そのため、数学（特に三角関数、微分・積

分など）の基礎を確実に理解しておく必要があります。 

(3) 何事にも積極的に取り組む姿勢が大切で、実験・実習は率先して手を動かし、体験してください。

共同作業も多いので、相手のことを考えた行動も必要です。 



電気電子工学科の教育 

教育目的  

 産業界で活躍できる創造性豊かな実践的電気電子技術者を育成することを目的とする。  

 

教育目標 

 電気電子工学科では、現代社会に欠かすことのできない『エレクトロニクス』、『情報・

通信』、『電気エネルギー』の３分野を教育内容の柱とし、各分野のバランスのとれた学習

を通じて急激に発展する産業界で活躍できる創造性豊かな総合電気電子技術者の養成を目

指しています。具体的には、家庭の各種電化製品の便利な機能と深く関わるエレクトロニ

クスやマイクロコンピュータの活用、コンピュータによる情報処理とＩＴやインターネッ

トなどと密接に関係する情報通信、それにこれらの電気電子機器やコンピュータから新幹

線まであらゆるところで不可欠な電気エネルギーの発生等、電気電子の基礎から応用まで

を学習することができます。 

 また高学年では、必要な科目を選択して修得しさらに定められた実務経験によって第２

種電気主任技術者の資格認定を受けることができます。 

 教室での授業以外に、インターンシップ(工場実習)や工場見学で実社会の見聞を広め、

卒業研究では教員の個人的で密接な教育指導を受けながら、研究テーマの選定、研究の進

め方、論文のまとめ方、プレゼンテーションの仕方等を学び、自分で計画・立案・実行で

きる技術者を育てる環境が整っています。 

 

カリキュラムの編成方針 

 電気電子工学科では『エレクトロニクス』、『情報・通信』、『電気エネルギー』を３本柱

にしてカリキュラムを編成していますので、科目数が多く全ての科目を学生全員が学ぶこ

とは不可能です。そのため４，５年生では並列選択制を取り入れています。自分の希望す

る就職や進学、取得したい資格などを考えて、エレクトロニクス・情報通信系および電気

エネルギー系のいずれかの科目を選択することになります。 

 専門科目の基礎となる電気磁気学、電気回路などは低学年から取り入れ時間をかけて学

習できるようにしてあり、さらに１年生では電気電子基礎、電気電子工学基礎実験・実習・

電気電子製図等を学びます。 

 本学科では「実験しながら考える」ことをモットーにしていますので実験・実習を重視

しており、各分野における実験を通して、講義で学んだ内容をより確実に身に付けられる

ようにしています。実験実施後は必ず報告書を提出することになっています。 

 またコンピュータに関係しては、１年生から５年生まで満遍なくプログラミングや情報

処理について演習中心に学び、高学年ではｅ－ラーニング教材によるＩＴ教育も取り入れ、

ハードウェアからネットワークシステムに関するソフトウェアまでを学習してマルチメデ

ィアに対応できる基礎を身に付けることができるようにしています。 

 

学習上の留意事項 

 電気電子工学の分野では自然現象に基づいて成り立っている物理的な部分と、計算で導

かれる数学的な部分がありますので、両者を両輪として学習する必要があります。 

 公式等暗記すべきこともありますが、むしろその公式の意味をしっかりと覚えることが

重要です。また計算して答えを出すことが多いので数学との関係が特に深く、なかでも三

角関数、微分・積分、複素数・ベクトル、方程式の解き方等は確実に身に付けておかねば

なりません。 



            制御情報工学科の教育 

教育目的 

 情報並びに電子・機械制御技術を統合した広い技術分野に携わる実践的技術者を育成することを目的とす

る。 

教育目標 

メカトロニクスすなわちコンピュータ技術、電子技術、機械技術を融合した統合型システム技術は、現代

の高度工業技術を象徴する複合技術であり、家電製品、自動車、福祉、医療など生活に密着したものから、

航空機や工場の生産設備に至るまで広範囲に応用されています。この技術はコンピュータの利用技術や制御

技術と結びついて進化し、知能化や自動化の方向に進んでいます。 

制御情報工学科は、統合型システム技術の進展に対応し、コンピュータ技術を基本に電子技術、制御・機

械技術を統合した広い技術分野に携わる実践的技術者の育成を目標としています。統合型システム（メカト

ロニクス）技術の例としてロボットを挙げることができます。本学科では、このような統合型システム機器

の設計、開発に必要な知識や技術を体系的に教育することを最大の目標としています。加えて、実験実習を

重視し、体験を通じて学んだ実践的な知識の涵養にも力を入れています。近年の情報処理技術の進展に対応

し、ソフトウェアや情報ネットワーク分野の教育にも十分に配慮しています。ソフトウェアを志向する学生

は、在学中に情報処理技術者資格の取得に挑戦してください。４，５学年の教育に関しては、ＪＡＢＥＥ対

応教育プログラムに対応させています。また、英語力の高度化にも力を入れています。 

カリキュラムの編成方針 

本学科の教育は、３つの柱から成り立っています。第１の柱はコンピュータ、第２はエレクトロニクス、

そして第３は制御・機械技術です。第１の柱であるコンピュータ教育は、最も重要な基本技術として、１学

年から５学年までに、プログラミング、ハードウェア、ソフトウェア、マイクロコンピュータ、ネットワー

ク技術など合計20単位を有機的かつ効果的に配置し充実を図っています。４学年終了時までには、基本情報

技術者資格に十分な課程を教授し、その資格取得を奨励しています。第２の柱、エレクトロニクス分野では、

３学年から５学年にわたって、電子回路、電気工学、論理回路、電子デバイス、計測工学、信号処理など13

単位の科目を配置しています。第３の柱である、制御・機械分野では、１学年から５学年までに機械電気製

図、材料力学、制御工学、システム制御、ロボット工学など18単位の講義を配置しています。 

 これらの専門講義科目に加えて、２学年から５学年にわたり実験実習10単位を配置しています。また、創

造力を育成するため２学年に創造実習1単位を配置しています。教育分野は、情報分野、電気・電子分野、

制御・機械分野にわたっており，各分野を必ず履修することになっています。 

最後に、４学年後期の創造工学ゼミおよび５学年の卒業研究では指導教員による個別指導のもと、学生が

自主的、計画的、継続的に問題解決に取り組み、創造力と応用力の育成を図っています。さらに、成果を公

開の場で口頭発表し、また卒業論文としてまとめることを必修とし、プレゼンテーション力や論理的表現力

の育成にも力を入れています。 

学習上の留意事項 

１ 英語、数学、国語、物理の基礎科目は専門科目を学ぶための基礎学力となるものであり、１学年から３学

年までの低学年において特に意欲的に勉強して欲しい科目です。また、数学、物理と電気・電子系、制御・

機械系の専門科目とは密接な関係があります。しっかりとした基礎学力を身につけてください。 

２ 実験・実習は最も重要な科目です。積極的に手を動かして体験してください。体験することで、その面白

さ、驚き、難しさなどを実感してください。 

３ 講義でわからないところは、オフィスアワーを有効活用し、遠慮なく先生に質問してください。 



物質工学科の教育 

教育目的 

 物質や生物の知識を基礎として、環境問題や新しい科学技術に対応できる技術者を育成することを目

的とする。 

教育目標 

物質工学科では、物質を構成する元素、分子の基本的な分野の学習から、これらの化学技術を応用し

た化学工業の分野まで幅広く学習します。 

これまで化学工業は、エネルギー（石油・石炭等）を多量に消費する事により、我々の生活に欠くこ

とのできないプラスチック、繊維、ゴム、医薬品、農薬等の化学製品を作ってきました。しかしこれら

の製品もこれからは、生分解性プラスチックや有機ＥＬ用化合物のような高機能性を持つ物質にしてい

くことが求められています。さらに地球の温暖化や環境汚染を防ぐために、生物の行っている反応を化

学工業に取り入れることにより、地球にやさしい化学工業とすることができると考えられます。そこで

本学科では、２１世紀の化学技術の方向は材料化学とバイオテクノロジーであると考え、これらの基礎

を学び、環境問題に配慮した新しい科学技術に対応できる技術者を育成することを目的としています。 

 

カリキュラムの編成方針 

 １年から３年までは共通のカリキュラムで学び、４年次からはコース制をとっているのが物質工学科

の特徴です。物質コース（新素材の開発や製造技術等を学ぶ）と生物コース（バイオテクノロジーに関

する基礎や応用技術等を学ぶ）に分かれて専門を深く学習します。（コースの選択は希望と適性により決

定いたします）以下に、物質工学科の特徴的なカリキュラムを紹介します。 

(１) まず物質工学科の全体像を良く知ってもらうために、１年生の「物質工学概論」で物質工学科の 

教員全員がそれぞれの分野の特徴的な実験を通して解説します。 

(２) 物質工学の基本となる化学の基礎を学ぶために１年「基礎化学演習」では、一般化学で学んだ内

容を演習(計算)形式により深く学習します。２年「工業化学特論Ⅰ」では、専門科目への導入と

して無機化学及び有機化学の基礎を学習します。さらに、「工業化学特論Ⅱ」では、「乙種第４類

危険物取扱者」の資格取得のために演習問題を中心に学習し、資格の取得をめざします。 

(３) ものづくり、独創性を養う科目として２年生に「創造実習」があります。豊かな独創性と自由な 

発想で化学のものづくりに挑戦してください。 

(４) 実験重視の教育をめざす本学科は、実験能力と技術の向上、およびレポート作成能力を身につけ

させるために２年生から４年生まで「物質化学実験」１０単位、コース実験１単位を実施してい

ます。「物質化学実験」の内容は分析化学実験(２年次)、生物・無機化学・有機化学実験(３年次)、

化学工学・物理化学実験(４年次)となっています。４年のコース実験は材料工学実験・生物工学

実験をコース毎に分かれて行います。 

(５) ５年の「外国語雑誌会」は英語文献の翻訳と発表を行い、４年・５年の「工業英語」の学習と併

せて化学英語能力の向上をめざします。 

(６) ５年間の学習の集大成として「卒業研究」(１２単位)を行います。卒業研究は指導教員の個別指

導により研究のノウハウのみならず化学技術者として必要な知識・センスを学び、創造性豊かな

技術者の育成をめざします。その準備段階として４年後期で「物質工学基礎研究」を行います。 

 

学習上の留意事項 

１～２年生では化学の基礎計算や資格試験のために計算能力やレポート作成能力が必要です。数学・

国語等の基礎学力をしっかり身につけること、また座学と実験は関連づけられているので総合的に学習

すること、さらに４～５年では化学の英語力が問われます。日常的な学習に留意してください。 



 

専攻科の教育 
 

教育目的 

 本校専攻科は、本科５年間の技術者基礎教育の上に立ち、さらに２年間、大学と同等レベルの専

門知識と技術者教育を教授します。そして、地域社会や産業界に貢献でき、かつ国際的にも活躍で

きる実践的かつ創造的開発技術者の養成を目的とします。専攻科は、本科の機械工学科、電気電子

工学科、制御情報工学科から進学できる機械電気システム工学専攻（ＭＥ専攻）と本科の物質工学

科から進学できる物質工学専攻（ＣＢ専攻）の２専攻からなり、定員はそれぞれ１学年１２名およ

び４名です。なお、専攻科に進学するためには本科課程で満たすべき要件があるので注意する。 

（詳細は「本校のＪＡＢＥＥプログラムの履修について」参照） 

専攻科修了生は学士（工学）の学位が取得でき、さらに大学院に進学することが可能です。 

 

教育目標 

地域社会に貢献し国際的にも活躍できる実践的創造的開発技術者の養成を目的として下記の 能

力の育成を掲げています。 

① 自ら考え、計画し能力を総合的に発揮して問題を解決できる能力 

② 専門分野に加えて基礎工学をしっかり身につけた生産技術に関る幅広い対応力 

③ 英語力を含めたコミュニケーション力 

④ 多様な価値観を理解し地球的視野をもつ豊かな教養と人間性 

この教育方針に基づき、学生が達成すべき７つの学習・教育到達目標（Ａ）～（Ｇ）を設定して

います。本校の専攻科教育は国際水準の技術者教育を行っており、日本技術者教育認定機構（ＪＡ

ＢＥＥ）によって認定されたＪＡＢＥＥ認定教育プログラムになっています。 

 

専攻科カリキュラムの編成方針 

 専攻科では、２年間の在学期間に、エンジニアリングデザイン力、専門知識、共通専門知識、実

践的研究能力、英語力を含むコミュニケーション力および技術者倫理が確実に身につくようなカリ

キュラムの編成を行っています。その特徴を下記に示します。 

① ＪＡＢＥＥ基準を満足するカリキュラム編成とし、国際的な学士水準の技術者教育を行う。 

② 創造工学演習、創造実習Ⅱ、実践的デザイン工学演習などの課題解決型科目やインターンシ

ップを必修とし、学生の問題解決能力の育成を重視する。 

③ 「機械電気システム工学専攻」および「物質工学専攻」の２専攻間のカリキュラムの相互乗 

入れを積極的に進め、学際的な知識や複眼的視野を育成する（融合複合教育）。 

④ 専攻科研究を重視し、学会での研究成果の発表を必須とする。 

⑤ 技術と人間社会や地球環境問題を重視し、環境関連科目の充実と技術者倫理を必修とする。 

 ⑥ バイオ、新素材などの先端科学技術分野にも対応できる基礎科目を充実する。 

 

 

 



 

専攻科修了の要件について 

専攻科の修了には、専攻科に２年以上在学し（４年を限度とする）、各専攻で開設している所定

の授業科目を履修し、定められた修得単位要件を満たしかつ全体で６２単位以上を修得しなければ

なりません。 

 

 機械電気システム工学専攻  

   単 位 数     
一般科目 

 

専攻専門科目 

 

共通専門科目 
計 

 必 修  選 択  必 修  選 択  選 択  必 修 

  開設単位数 ４ ６ ２６～２８ ３２ ２４ １０ １０２～１０４ 

  修得単位数 ４ ２以上 ２６以上 ２０以上 １０ ６２以上 

 

 物質工学専攻 

   単 位 数     
一般科目 専攻専門科目 共通専門科目 

計 
必 修 選 択 必 修 選 択 選 択 必 修 

  開設単位数 ４ ６ ２２～２４ １６ ２４ １０ ８２～８４ 

  修得単位数 ４ ２以上 ２２以上 ２４以上 １０ ６２以上 

 

 

授業科目及び履修方法 

  学期は、前期（４月から９月）、後期（１０月から３月）の２期制です。 カリキュラムは、一般

科目、共通専門科目、専攻専門科目（演習、実験・実習を含む）から構成されています。 

 大学及び他の高等専門学校の専攻科（以下「大学等」という。）で開設されている授業科目を履

修し修得した単位数は２０単位を限度として、専攻科における授業科目の履修として見なし、専攻

科の修得単位数に加算することができます。 

 専攻科の履修に際しては、上記の専攻科修得単位要件の外に、ＪＡＢＥＥプログラム修了要件  

学士取得のための学位取得要件（大学評価・学位授与機構）を考慮に入れて計画を立てることが  

必要です。 

履修計画を立てるために、オリエンテーションにおける説明を参考にするとともに、各研究指導

教員に相談することが必要です。 

 

学習上の留意事項 

・専攻科科目はすべて学修単位であり、授業時間の２倍以上自学自習することが前提である。自学

自習は必須であることを肝に銘じること。 

・企業において国際的に通用するコミュニケーション力が要求されています。海外留学や海外イン

ターンシップには積極的に参加すること。 

・大学院への進学も視野に入れて勉学に励むこと。 

・専門技術分野だけでなく共通技術や異分野技術にも積極的にチャレンジする。専攻科研究に意欲

的に取組むことが充実した専攻科生活を送るポイントです。 



本校のＪＡＢＥＥプログラムの履修について 

１．はじめに 

本校の高学年の４年間（本科４,５年＋専攻科１,２年）の教育内容は、日本技術者教育認定機構（JABEE）

によって認定された教育プログラムです。これは、本校の技術者教育が大学水準でありかつ国際的にも通用する 

内容と水準であることを保証するものです。他方、プログラムの内容と質に関しては、現状に満足することなく 

常に改善と向上を目指すことが求められています。 

 

２．ＪＡＢＥＥプログラムについて 

 日本技術者教育認定機構（JABEE : Japan Accreditation Board for Engineering Education）は、技術系学協

会と連携して大学・高専等の高等教育機関で実施されている技術者教育プログラムの 審査・認定を行います。 

JABEE 認定された教育プログラムは国際的にも承認・公開されています。プログラム修了生は修習技術者と

なり国家資格である技術士の１次試験が免除される特典があります。JABEE プログラムの特徴を以下に要約し

ます。（JABEEの詳細については、http://www.jabee.org/ を参照のこと。） 

・国際水準の学習・教育到達目標が設定され、それを達成する手段と方法および到達度の評価方法が明示 

されていること。 

・学生の到達度をきちんと評価し、学習・教育到達目標をすべて達成した者のみを修了させていること。 

・社会の要請や教育内容を常に点検・評価し、教育プログラムの継続的改善を行っていること。 

  

３．ＪＡＢＥＥプログラム「生産システム工学」の理念と位置づけ 

本校のJABEEプログラムは、本科４、５学年と専攻科１、２学年のカリキュラムを一体と考えた技術者教育

プログラムでありプログラム名称は「生産システム工学」（Production System Engineering）です。 

「生産システム工学」においては、融合複合の理念のもとに学科や専攻の枠を越えて「ものづくり」に関わる

実践的開発型技術者を養成するという教育理念をもっています。具体的には、機械系、電気・電子系、応用化学

系の３つの専門分野から一つの得意分野を修得することに加え、分野を越えた共通基盤技術（基礎工学、情報技

術、融合・複合科目）の修得、エンジニアリングデザイン力（総合的課題解決能力）、そして国際的コミュニケー

ション力の育成に重点をおきます。 

  

  

       

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JABEEプログラム「生産システム工学」の考え方 
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４．「生産システム工学」履修対象者と修了要件 

本科４年に進級した学生は全員JABEEプログラム「生産システム工学」の前期履修対象者になります。 

そして、専攻科に入学した学生は全員「生産システム工学」の後期履修対象者になります。プログラム前期修了

要件は本科在学中に満たすことが必要です。よって、前期修了要件を満たさない学生は専攻科進学の資格を失う

ので注意が必要です。また、社会人入学制度によって、本科を卒業して一旦社会に出た後にあらためて専攻科に

入学する道も開かれています。「生産システム工学」の学習・教育到達目標をすべて満たしたものが JABEE   

プログラム修了者となります。 

 

５．「生産システム工学」の学習・教育到達目標 

JABEEプログラム「生産システム工学」は、“広い視野を持ち、優れた構想力や対応力を発揮して地域社会の

要請に応えることができるだけでなく、国際的にも活躍できるコミュニケーション力を身につけた実践的開発

型技術者”の養成を目指しています。この目標に向けて、学生が達成すべき学習・教育到達目標として、下記

に示す（Ａ）～（Ｇ）の７つの目標を設定しています。「生産システム工学」を修了するためには、学習・教育到

達目標をすべて達成することが必要です。各目標の具体的な達成要件は、学科・専攻に関わらず同等の基準とな

るように設計されていますが、学科や専攻毎に決められたものもあります。後述の別表１～３に学習・教育到達

目標ごとの達成方法と達成要件が示されています。 

（Ａ）知識を統合し多面的に問題を解決する構想力を身につける。 

      A-1 多様な解をもつ課題に対して、工学的知識・技術を統合し、創造性を発揮して適切な解決策を示す 

ことができる。 

   A-2 地域社会が求める技術的課題に対して、科学・技術、情報などあらゆる知識を統合し、実現性の 

ある解決策を示すことができる。 

（Ｂ）地球的視野と技術者倫理を身につける。 

B-1 広い教養と視野をもち、地球環境や国際間の異なる文化や歴史的背景を理解できる。 

B-2 技術が人間社会や環境に及ぼす影響や効果を理解し、技術者が社会や企業において果たすべき責任 

を自覚できる。 

 （Ｃ）数学、自然科学の基礎学力と実験・実習による実践力を身につける。 

   C-1 工学的な問題の解析や説明に必要な数学、物理学の知識および地球環境に関わる生物、地学、化学 

関係の知識を身につける。 

   C-2 実験・実習を計画的に遂行し、データを解析して、実験結果に対する理論との比較や考察あるいは 

説明ができる。 

 （Ｄ）工学の基礎学力と情報技術を身につける。 

   D-1 共通基盤技術である基礎工学の知識を身につける。 

      D-2 技術の深化や進展への対応に必要な専門基礎工学を身につける。 

      D-3 情報技術の仕組みを理解し、情報検索、データ解析、プログラミング等の能力を身につける。 

 （Ｅ）一つの得意専門分野をもち、生産技術に関する幅広い対応能力を身につける。 

   E-1  機械系、電気・電子系、応用化学系の専門分野から得意分野の学士の学位を取得する。 

E-2  融合複合科目を修得し、機械および電気電子分野の対応能力や品質管理技術を身につける。 

 （Ｆ）論理的表現力と英語力を身につける。 

   F-1  論理的に記述、発表、討論する国語力を磨き、適切なレポートや論文が書ける。 

 F-2  学内外の研究発表会において、論理的で説得力のある発表や質疑応答ができる。 

 F-3  英語による表現力を磨き、国際的に通用するコミュニケーション基礎力を身につける。 

   （Ｇ）計画的、継続的、客観的な問題解決能力を身につける。 

   G-1 継続的に広く学び、自主的に問題解決を図ることができる。 

G-2  実施計画を立て実行結果を逐次記録・評価して進捗の自己管理ができる。 

 



６．学習・教育到達目標の達成と評価方法について 

「生産システム工学」の修了要件は、下記の表に示す学習・教育到達目標（Ａ）～（Ｇ）の達成要件をすべ

て満たすことです。達成および評価方法と達成要件を表１に示す。網掛けの部分が、本科で満たすべき前期修了  

要件を示します。 

 

 

 

 

 

 

   学習・教育到達目標 達成および評価方法 達成要件 

（Ａ） 

知識を統合し多面 

的に問題を解決す 

る構想力を身につ 

ける。 

A-1 A-1 多様な解をもつ課題に対 
して、工学的知識・技術を統合
し、創造性を発揮して適切な解
を示すことができる。 

１） 創造工学演習または創造実習Ⅱに合格 
する。 

 
 
１）～３） 
すべての条件 
を満たすこと。 
 A-2 地域社会の技術的課題に

対して、科学・技術、情報などあ
らゆる知識を統合し、実現性の
ある解決策を示すことができる。 

２） インターンシップ又は長期インターンシッ
プに合格する。 

３） 実践的デザイン工学演習に合格する。 

（Ｂ） 

地球的視野と技術 

者倫理を身につけ 

る。 

B-1 広い教養と視野をもち、地
球環境や国際間の異なる文化や
歴史的背景を理解できる。 

１） ドイツ語(４、５年)に合格する。 

２） 下記の科目群から、２科目以上に合格する。 
  ただし、１科目は専攻科の科目を含むこと。 

国際政治（５年共）、英語表現法（５年共） 
社会思想史（専）、日本学特論（専）  

１）～４） 
すべての条件 
を満たすこと。 

 B-2 技術が人間社会や環境に
及ぼす影響や効果を理解し、技
術者が社会や企業において果
たすべき責任を自覚できる。 

３） 地球環境科学、音と福祉工学、医療福祉 
機器工学（以上５年共通）、安全工学 

 から１科目以上合格する。 

４） 技術者倫理に合格する。 

（Ｃ） 

数学、自然科学の 

基礎学力と実験・ 

実習による実践力 

を身につける。 

C-1 工学的な問題の解析や説
明に必要な数学、物理学の知識
および地球環境に関わる生物、
地学、化学関係の知識を身につ
ける。 

１） 応用数学（４、５年）すべてに合格する。 
   （物質工学科は、４年のみ） 

２） 応用代数および応用解析特論に合格 
する。（ただし、ＣＢ専攻学生は応用代数 
のみでよい。） 

３） 応用物理（４年）に合格する。  

４） 物理学特論および固体物理学に合格する。 
（ただし、ＣＢ専攻学生は物理学特論のみで 
よい。） 

５） 数理科学、環境生態学、地理学、（以上 
５年共通）、環境化学、環境地理学特論 
から２科目以上に合格する。 

１）～６） 
すべての条件 
を満たすこと。 
 

 

C-2 実験・実習を計画的に 
遂行し、データを解析して、実
験結果に対する理論との比較
や考察あるいは説明ができる。 

６） 各科毎に、表2-2に示す実験系科目群の 
科目すべてに合格する。  

表１ 学習・教育到達目標の達成および評価方法と達成要件 （網掛け部分は前期修了要件） 



 

 

 

 

 

 

 

 

学習・教育到達目標 達成および評価方法 達成要件 

 

 

（Ｄ） 

工学の基礎学力と 

情報技術を身につ

ける。 

 

D-1 共通基盤技術である基礎 
工学の知識を身につける。 

１） 表2-1に示す基礎工学科目群の５つの各 
系統分野から、少なくとも１科目以上、合計 
６科目以上に合格する。 

１）～３） 
すべての条件 
を満たすこと。 

D-2 技術の深化や進展への対
応に必要な専門基礎工学を身
につける。 

２） 表2-4に示す専門基礎科目群のコア科目 
すべてに合格する。  

D-3 情報技術の仕組みを理解 
し、情報検索、データ解析、プ
ログラミング等の能力を身につ
ける。 

３） 表2-3に示す情報系科目群から1科目以 
上に合格する。 

 

（Ｅ） 

一つの得意専門分

野をもち、生産技

術に関する幅広い

対応能力を身につ

ける。 

E-1  機械系、電気・電子系、応 
用化学系の専門分野から得意
分野の学士の学位を取得す
る。 

１） 学則で定められた専攻科の単位取得要件 
  を満足し、かつ学位授与機構が定める分野 
  別単位要件を満たして学士の学位を取得 
する。 

１）～３） 
すべての条件 
を満たすこと。 
 
 

E-2  融合複合科目を修得し、 
機械および電気電子分野の 
対応能力と品質管理技術を 
身につける。 

２） 表2-5に示す融合複合科目すべてに合格 
する。  

３） 専攻科実験に合格する。 

 

 

（Ｆ） 

論理的表現力と 

英語力を身につけ

る。 

 

F-1  論理的に記述、発表、討 
論する国語力を磨き、適切な 
レポートや論文が書ける。 

１） 専攻科研究論文の評価が６０点以上で 
ある。 

１）～５） 
すべての条件 
を満たすこと。 
 
 

F-2  学内外の研究発表会にお
いて、論理的で説得力のある
発表や質疑応答ができる。 

２） 学会において研究発表を行なう。 

３） 専攻科研究発表会の評価が６０点以上 
である。 

F-3  英語による表現力を磨き、 
国際的に通用するコミュニケ
ーション基礎力を身につける。 

４） 下記の科目すべてに合格する。 
英語Ⅰ(４年)、語学演習(５年)、工業英語（５ 
年）、総合実践英語Ⅰ、Ⅱ 

５） 専攻科研究論文の英文要旨の評価が 
６０点以上である。  

 

 

（Ｇ） 

計画的、継続的、 

客観的な問題解決 

能力を身につける。 

G-1 継続的に広く学び、自主的 
に問題解決を図ることができる。 

１） 卒業研究に合格する。 

１）～３） 
すべての条件 
を満たすこと。 G-2  実施計画を立て実行結果 

を逐次記録・評価して進捗の自 
己管理ができる。 

２） 専攻科研究の研究遂行能力の評価が６０ 
点以上である。 

３） インターンシップまたは長期インターンシ 
ップの実習先評価が60点以上である。 

表１ 学習・教育到達目標の達成および評価方法と達成要件 （網掛け部分は前期修了要件） 



 設計・システム系 

科目群 

情報・論理系 

科目群 

材料・バイオ系 

科目群 

力学系 

科目群 

社会技術系 

   科目群 

 

 

 

 

基 

礎 

工 

学 

科 

目 

群 

機械 
工学 
科 

機械設計製図(4,5年) 

メカトロニクス 

制御工学 

数値解析 

マイコン制御 
材料学Ⅱ 

材料化学 

水力学 

熱力学 

材料力学Ⅱ 

 

 

電気 
電子 
工学 
科 

制御工学 
発変電工学 
計算機工学 

通信工学 

情報通信 
電気電子材料 機械工学概論 

制御 
情報 
工学 
科 

制御工学Ⅱ 
システム制御 

計測工学 

論理回路 

数値解析 
電子デバイス工学 

水力学 

材料力学 

物質 
工学 
科 

電気工学概論 

化学工学 

計測制御 

計算機実習 

分子生物学 

バイオテクノロジー 
無機材料化学 
材料化学 

機械工学概論 環境とエネルギー 

５年 
共通 
選択 
科目 

ディジタル制御 

システム 
 電子デバイス  

エネルギー変換工学 
生産工学 

専攻 
 科 設計工学 

システム計画学 

数値計算 
生物機能材料  総合技術論（専） 

    

 

   科目名 

 

 

実

験 

・ 

実

習 

科

目

群 

機械工学実験Ⅰ（M４年） 

機械工学実験Ⅱ （M５年） 

電気電子工学実験・実習（E４年） 

電気電子工学実験・実習（E５年） 

制御情報工学実験・実習（I４年） 

制御情報工学実験・実習（I５年） 

物質化学実験（B４年） 

材料工学実験または 

生物工学実験（B４年） 

物質工学基礎研究（B４年） 

専攻科実験 

 

    

   

   

   

   

   科目名 

 

情 

報 

技 

術 

科 

目 

群 

 

情報処理(M) 
 
ディジタル回路(E) 
情報処理(E) 
 
アルゴリズム入門(I) 
情報ネットワーク(I) 
実践情報処理(I) 
 
情報処理演習(B) 

注)  M,E,I,Bは、機械､電気電子､制御情報､ 

物質の各学科名を示す。 

   

   

 

表２-３ 情報系科目群 表２-２ 実験系科目群 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表２-１ 基礎工学科目群（JABEE分野別要件：工学(融合複合・新領域)  

    



  表２-５ 融合複合科目 （専攻科） 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械工学科 電気電子工学科 制御情報工学科 物質工学科 

（総て必修） 

機械力学Ⅰ 

機構学 

機械要素設計 

機械工作法Ⅱ 

 

（総て必修） 

電気回路 

電気回路演習 

電子回路 

電子回路演習 

 

（総て必修） 

電子回路 

制御工学Ⅰ 

データ構造 
信号処理 

（総て必修） 

無機化学 

有機化学 

物理化学 

生物化学 

 

 必修科目名 

機械系専攻学生 データ解析、経営工学、実践電気電子工学 

電気電子系専攻学生 データ解析、経営工学、材料科学 

応用化学系専攻学生 データ解析、経営工学、実践電気電子工学 

表２-４ 専門基礎科目（コア科目）群（本科） 

    



表３-１ 科目評価表（１） 
 

 

  科目名            評 価 方 法 

卒業研究 

（本科５年） 

１）研究遂行能力 
  指導教員が普段の取組み姿勢、研究ノート、研究進捗報告内容等から下記の項目につい 

 て100点満点で評価する。 

① 研究ノート作成と活用ができる（解決すべき課題、従事日時、進捗状況の記述） 

② 自発的な取組み姿勢、計画的・継続的問題解決能力 

③ 課題解決のための発想力、および装置やソフトウェアを利用した実験力 

④ 実験結果に対する解析・分析力、考察力、改善提案 

２）研究発表能力 
  卒業研究発表会において、指導教員を除く２名の教員が下記の項目について100点満点で 

評価する。 

① 話し方および質疑応答（態度、わかりやすさ、説得力） 

② 図、式の見やすさ、資料の適切さ(OHP /Power Point等) 

③ 客観的なデータ分析、考察、評価ができている。 

３）卒業論文 
  指導教員が卒業論文について以下の観点から100点満点で評価する。 

① 論文の基本構成ができており、正しい日本語で書かれている 

② 論旨が論理的で分かりやすい（解析力、分析力、考察力） 

③ 内容あるいは成果の水準あるいは革新性・有効性 

研究未発表あるいは卒業論文未提出のものは合格できない。 

総合評価は、下記の式に従う。60点以上を合格とする。 

総合点＝研究遂行能力×0.4＋卒研発表会評価点×0.3＋卒論評価点×0.3 

専攻科研究Ⅰ 

（専攻科１年） 

 

専攻科研究 

（専攻科２年） 

１．研究遂行能力（専攻科研究Ⅰおよび専攻科研究） 
指導教員が普段の取組み姿勢、研究ノート、研究進捗報告内容等から下記の項目について 

100点満点で評価する。 

① 研究に対する、自主的、計画的、継続的問題解決能力 

② 問題解決のための創造力、調査力、装置やソフトウェアを利用した実験力 

③ 実験データや結果の解析・分析力、考察力、説明力 

④ 研究ノートを活用した自己管理力 

２．研究発表能力（専攻科研究Ⅰおよび専攻科研究） 
専攻科１年：成果発表会（１月頃）、専攻科２年：最終研究発表会（２月中旬頃） 

で評価する。評価は、指導教員を除く２名の教員が行う。最終研究発表会のプレゼン 

資料はすべて英語で書くことを必須とする。その他の評価項目は、卒研発表会の場合と 

同様とする。なお、専攻科研究では２つの発表会の評価点（100点満点）の平均を専攻科 

研究発表評価点とする。 

３．研究達成能力（専攻科研究） 
この評価は、下記１）を満たした上で、２）の評価点で評価する。３）については、学習・

教育到達目標(Ｆ)の達成評価項目とし、研究達成能力の評価項目から外す。 

 １）学会発表 

２年間に少なくとも１回の学会発表を必須とする。学会発表を行わない場合は、専攻科
研究は合格できない。（学会発表とは、学会主催の学生発表会、高専シンポジウムを含む。 
また、学会誌等への論文発表を行った場合の評価も同等に扱うが、学生本人の担当部分が

明確になっていること。） 

 ２）専攻科研究論文 

指導教員と他の教員１名、計２名の教員が、下記の評価項目について 100 点満点で評価
する。両者の平均値を専攻科研究論文評価点とする。 

① 論旨の論理性と明快さ（説得力、読みやすさ） 

② 研究内容の水準の高さ、新規性、独創性 

③ 実験装置の設計・製作および実験結果に対する解析力、客観的な考察力 

３）専攻科研究論文に関する英文要旨を作成する。（表３-３を参照） 

総合評価は、下記の式に従う。60点以上を合格とする。  

専攻科研究Ⅰ：総合点＝研究遂行能力×0.7＋研究発表能力×0.3 

専攻科研究： 総合点＝研究遂行能力×0.2＋研究発表能力×0.3＋研究達成能力×0.5 

 



表３-２ 科目評価表（２） 

 

 

 

 

 

 

インターンシップ 

（専攻科） 

及び 

長期インターンシップ

（専攻科） 

１）インターンシップ先の担当者による評価 

  実習先において、以下の評価項目についてA+（極めて優秀）、Ａ（十分に満足）、Ｂ 

（満足）、Ｃ（普通）、Ｄ（やや不満）、Ｅ（不満）の評価を行う。  

① 実習への自主的、計画的な取組み姿勢 

② 実習内容の成果および結果に対する分析力、考察力、改善提案 

③ 論理的でわかりやすい報告書（または報告会内容） 

  A+を100点、Ａを90点、Ｂを80点、Ｃを70点、Ｄを60点、Ｅを50点と換算して 

100点満点で評価する。 

２）実習内容の発表会による評価 

  実習報告書の提出と報告書に基づくプレゼンテーションを行う。 

  実習報告書の評価は研究指導教員、発表会の評価は研究指導教員を除く専攻科担当 

教員の２名で行う。実習報告書の評価は、以下の観点で行う。 

① 形式（目的、内容、まとめ）が整い、正しい日本語で書かれている 

② 実習の目的、内容、実習計画が記述されている 

③ 論旨が明瞭で、実習内容、成果がわかりやすい 

④ 実習内容・成果の水準 

プレゼンテーションの評価項目は、下記の項目について行う。 

① 実習の目的、内容の要点がよくわかる 

② 話し方および質疑応答（態度、わかりやすさ、説得力） 

③ 図、式の見やすさ、資料の適切さ(OHP /Power Point等) 

④ 客観的なデータ分析、考察、評価がなされている。 

実習報告書内容とプレゼンテーション力をそれぞれ100点満点で評価する。 

総合評価は、実習先評価点×0.5＋実習報告書評価点×0.25＋プレゼンテーション評価 

点×0.25で評価し、60点以上を合格とする。  

90 時間を２単位とする。135 時間を超えた時は 3 単位、180 時間を超えた時は 4 単位
として数え、4単位まで認める。 

 

工学実験・実習 

（本科） 

及び 

専攻科実験 

（専攻科） 

１）実験レポート内容および実験への取組み姿勢による評価 

実験を実際に実施した成果である実験レポートを主体に評価するが、実験科目は、 

実際に手足を動かして体験することが重要であり、講義科目に比較して取り組み姿勢を 

より重要視する。テーマによっては、プレゼンテーションなどを評価項目に加えることも 

ある。実験の評価に関しては以下の観点から100点満点で評価（各項目20点が基本）する。 

① 基本構成（目的、実験装置、実験結果、考察、まとめ、（課題）、参考文献）に 

  則って書かれている 

② 正しい日本語で記述され、論旨が明瞭で読みやすい 

③ 表や図が正しく書かれている 

④ 考察や課題に対する回答が自分の言葉で述べられ、分析や内容が優れている 

⑤ 実験への積極的な取組み姿勢およびレポート提出納期 

 

評価は、各実験テーマ担当教員が行う。 

総合評価は、すべてのテーマの平均点で評価し、60点以上を合格とする。 

プレゼンテーションなどが評価に加わるときの配点等はシラバスに従う。 


































































































































































































































































































